
白金錯体の開発

シスプラチン（1965）

腎毒性
悪心・嘔吐・・・5-HT3受容体遮断薬

肺がん，頭頸部がん，食道がん
胃がん，膀胱がん，前立腺がん
骨肉腫，卵巣がん・・・
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大腸菌に対する電場の影響

白金電極
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大腸菌の分裂障害

マウス実験腫瘍に著効
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1984年 日本で承認

第13回（２）
シスプラチン 導入編



幾何異性

抗腫瘍活性

なぜシス体だけ？ DNAとの結合様式の相違

配位子交換反応錯体の形，混成軌道

テキストp.187 - 188

(SP-4-2)-diamminedichloridoplatinum (II)







Ptの電子配置 1
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Pt2+,   d8錯体
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日本（米国）における承認年

シスプラチン

カルボプラチン

ネダプラチン

オキサリプラチン

ミリプラチン

日本で臨床使用が承認されている白金制がん剤の構造


